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臨
現在 、使 い捨て社会 から循環型社会へ移 り変わろうとしてい る。そこで、本研究 では、リユ ース、
リサイ クル をテー マ として選 んだ。第1部 では家庭用 ガスメー ター に使 用 されているニ トリルゴム
(NBR)製 ダイヤ フラムの リユー スの可能性 を調べるために、NBRの 経 年変化 を調べ た。第II部 で
は 自動車用ポ リエステル系タイヤ コー ドの リサイクルが全 く行 われないので、タイヤ コー ドの物性
や リサイ クルの 可能性 を探 った。
蹴
第1部 ダイヤフラム用NBRの 経 年変化 を調べ る試料 として、N社 製の新品、4年 経年品、6
年経年品 とT社 製の新品、3年 経年品 を用いた。それぞれの試料 について、 ビデ オマイ クロスコ
ープに よる表面観察、 ゴム硬度、膨 潤網 目密度、応力緩和等の測定 を行 った。
第II部 新品 コー ドについて、ビデオマ イクロス コープに よる観察、新 品繊維のデ ィップ法 によ
る表面処 理済 と未処理品の引張試験 、ポ リプロピレン(PP)と 新 品デ ィップ処理 済繊維 との混合 によ
る射出成形 品の アイゾ ヅ ト衝撃試験 を行 った。
麟
第1部 ビデオマイ クロスコー プによる表面観 察 から新品 と経年品 とも試料 間 に大 きな違いは
無か った。一方、T社 製 のものは ゴム硬度や応 力緩和 の変化 が少量であ ったが、膨潤網 目密度の測
定結果が大幅 に増加 してお り、 ゴム等材質 内部の変化 は大 きいこ とが分か った。N社 製の ものは、
ゴム硬度 は経年 に したがい硬 くな り(図1)、 応 力緩和 は大 き くなる傾 向があ った。膨潤網 目密度は
4年 のものは増加 したが、6年 の ものは減少 してお り、新品 との物性 の違 いは明 らかであ った。そ
れぞれ試料は、外観 上変状は 目立たないが物性 が大 き く変化 しているため、 リユースは 困難であ る
と結論 した。
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結果、 回収品 に含 まれてい る綿状 の繊維は
新品のものよ り細 く短 くゴム分(廃 タイヤ よ り
ゴム粉 を再生 した残 り)が繊維に付着 して(
0
い る・ コー ドの処理 品の引張醸 は未処理品u
と比べ ると約30%低 下 した。 これは、 櫻
デ ィヅブ法によ る麺 処理 を行 ったため'n
だと推測 され る。
新品 コー ドのチ ヅプとPPと の射 出成形 が










Fig:1ダイヤフラムの経 年によるゴム硬 度の 変化
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